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FabricPoolのボリュームの管理

FabricPool対応ONTAPローカル層にボリュームを作成する

FabricPoolが有効なローカル層に直接新しいボリュームを作成するか、別のローカル層
からFabricPoolが有効なローカル層に既存のボリュームを移動することによっ
て、FabricPoolにボリュームを追加できます。

ONTAP 9.7より前のバージョンでは、System Managerは_ローカル階層_を説明するため
に_aggregate_という用語を使用しています。ONTAPバージョンに関係なく、ONTAP CLIで
は_aggregate_という用語が使用されます。ローカル階層の詳細については、"ディスクとロー
カル階層"を参照してください。

FabricPoolのボリュームを作成する際に、階層化ポリシーを指定できます。階層化ポリシーを指定しない場
合、作成されたボリュームはデフォルトの `snapshot-only`階層化ポリシーを使用します。 `snapshot-only`ま
たは `auto`の階層化ポリシーが設定されているボリュームの場合は、階層化の最小冷却期間も指定できます。

開始する前に

• `auto`階層化ポリシーを使用するようにボリュームを設定したり、階層化の最小冷却期間を指定したりす
るには ONTAP 9.4 以降が必要です。

• FlexGroupボリュームを使用するには、ONTAP 9.5以降が必要です。

• `all`階層化ポリシーを使用するようにボリュームを設定するには、ONTAP 9.6 以降が必要です。

• ボリュームで `-cloud-retrieval-policy`パラメータを使用するように設定するには、ONTAP 9.8以降が必要
です。

手順

1. `volume create`コマンドを使用してFabricPool用の新しいボリュームを作成します。

◦ `-tiering-policy`オプション パラメータを使用すると、ボリュームの階層化ポリシーを指定できます。

次のいずれかの階層化ポリシーを指定できます。

▪ snapshot-only（デフォルト）

▪ auto

▪ all

▪ backup（非推奨）

▪ none

"FabricPool階層化ポリシーの種類"

◦ `-cloud-retrieval-policy`オプション パラメータを使用すると、advanced権限レベルを持つクラスタ管
理者は、階層化ポリシーによって制御されるデフォルトのクラウド移行または取得動作をオーバーラ
イドできます。

次のいずれかのクラウド読み出しポリシーを指定できます。
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▪ default

階層化ポリシーによって取得対象となるデータが決定されるため、 default cloud-retrieval-policy

によるクラウドデータの取得には変更はありません。つまり、動作はONTAP 9.8より前のリリー
スと同じです。

▪ 階層化ポリシーが none`または `snapshot-only`の場合、「`default」は、クライアン
ト主導のデータ読み取りがクラウド層からパフォーマンス層に引き出されることを意味しま
す。

▪ 階層化ポリシーが `auto`の場合、クライアント主導のランダム読み取りは実行されますが、シ
ーケンシャル読み取りは実行されません。

▪ 階層化ポリシーが `all`の場合、クライアント主導のデータはクラウド階層から取得されませ
ん。

▪ on-read

クライアントによって読み取られたデータはすべてクラウド階層から高パフォーマンス階層に読
み出されます。

▪ never

クライアント主導のデータはクラウド階層からパフォーマンス階層にプルされません

▪ promote

▪ 階層化ポリシー `none`では、すべてのクラウド データがクラウド階層からパフォーマンス階
層に引き出されます。

▪ 階層化ポリシー `snapshot-only`の場合、すべてのアクティブ ファイル システム データがクラ
ウド階層からパフォーマンス階層にプルされます。

◦ `-tiering-minimum-cooling-days`高度な権限レベルのオプション パラメータを使用すると、 `snapshot-

only`または `auto`階層化ポリシーを使用するボリュームの階層化最小冷却期間を指定できます。

ONTAP 9.8以降では、階層化の最小クーリング日数に2～183の値を指定できます。9.8より前のバージ
ョンのONTAPを使用している場合、指定できる値は2～63です。

FabricPool用のボリュームの作成例

以下の例では、「myFabricPool」FabricPoolが有効になっているローカル階層に「myvol1」というボリュ
ームを作成します。階層化ポリシーは `auto`に設定され、階層化の最小冷却期間は45日に設定されています。

cluster1::*> volume create -vserver myVS -aggregate myFabricPool

-volume myvol1 -tiering-policy auto -tiering-minimum-cooling-days 45

関連情報

"FlexGroupボリューム管理"

ボリュームをFabricPool対応ONTAPローカル層に移動する

"ボリューム移動"は、ONTAPがボリュームをあるローカル階層（ソース）から別のロー
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カル階層（デスティネーション）に無停止で移動する方法です。ボリュームの移動はさ
まざまな理由で実行されますが、最も一般的な理由はハードウェアライフサイクル管
理、クラスタ拡張、ロード バランシングです。

FabricPoolでボリューム移動がどのように機能するかを理解することが重要です。ローカル層、接続されたク
ラウド層、ボリューム（ボリューム階層化ポリシー）の両方で発生する変更は、機能に大きな影響を与える可
能性があるためです。

ONTAP 9.7より前のバージョンでは、System Managerは_ローカル階層_を説明するため
に_aggregate_という用語を使用しています。ONTAPバージョンに関係なく、ONTAP CLIで
は_aggregate_という用語が使用されます。ローカル階層の詳細については、"ディスクとロー
カル階層"を参照してください。

デスティネーション ローカル階層

ボリュームの移動先のローカル階層にクラウド階層が接続されていない場合、クラウド階層に保存されている
ソース ボリュームのデータは、移動先のローカル階層のローカル階層に書き込まれます。

ONTAP 9.8 以降では、ボリュームで"Inactive Data Reporting"が有効になっている場合、FabricPoolはボリュ
ームのヒート マップを使用して、コールド データが宛先のローカル階層に書き込まれるとすぐに階層化を開
始するためにキューに登録します。

ONTAP 9.8より前のバージョンでは、ボリュームを別のローカル階層に移動すると、ローカル階層のブロック
の非アクティブ期間がリセットされます。例えば、ボリューム階層化ポリシーが「Auto」で、ローカル階層
に20日間非アクティブなデータがあり、まだ階層化されていない場合、ボリュームの移動後、データの温度
は0日にリセットされます。

最適化されたボリューム移動

ONTAP 9.6以降、ボリューム移動の宛先ローカル階層がソースローカル階層と同じバケットを使用している場
合、バケットに格納されているソースボリューム上のデータはローカル階層に戻されません。階層化されたデ
ータはそのまま残り、ホットデータのみをあるローカル階層から別のローカル階層に移動する必要がありま
す。この最適化されたボリューム移動により、ネットワーク効率が大幅に向上します。

たとえば、300TB の最適化されたボリュームの移動は、300TB のコールド データがローカル層から別の層に
移動されても、オブジェクト ストアへの 300TB の読み取りと 300TB の書き込みがトリガーされないことを
意味します。

最適化されていないボリュームの移動により、追加のネットワークおよびコンピューティング トラフィック
（読み取り/GET および書き込み/PUT）が生成され、ONTAP クラスタおよびオブジェクト ストアに対する要
求が増加し、パブリック オブジェクト ストアに階層化するときにコストが上昇する可能性があります。
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一部の構成は最適化されたボリューム移動と互換性がありません：

• ボリューム移動中の階層化ポリシーの変更

• 異なる暗号化キーを使用するソースおよびデスティネーションのローカル階層

• FlexCloneボリューム

• FlexClone 親ボリューム

• MetroCluster（ONTAP 9.8以降で最適化されたボリューム移動をサポート）

• 同期されていないFabricPoolミラー バケット

ボリューム移動の宛先ローカル層にクラウド層が接続されている場合、クラウド層に保存されているソースボ
リューム上のデータは、まず宛先ローカル層のローカル層に書き込まれます。その後、ボリュームの階層化ポ
リシーにこの方法が適切であれば、宛先ローカル層のクラウド層に書き込まれます。

データを最初にローカル階層に書き込むことで、ボリューム移動のパフォーマンスが向上し、カットオーバー
時間が短縮されます。ボリューム移動時にボリューム階層化ポリシーが指定されていない場合、デスティネー
ション ボリュームはソース ボリュームの階層化ポリシーを使用します。

ボリュームの移動を実行するときに異なる階層化ポリシーを指定した場合、指定された階層化ポリシーを使用
してデスティネーション ボリュームが作成され、ボリュームの移動は最適化されません。

ボリューム メタデータ

ボリュームの移動が最適化されているかどうかに関わらず、ONTAPはローカルデータと階層化データの両方
について、場所、ストレージ効率、権限、使用パターンなどに関する膨大な量のメタデータを保存します。メ
タデータは常にローカル階層に保持され、階層化されません。ボリュームをあるローカル階層から別のローカ
ル階層に移動する場合、この情報も移動先のローカル階層に移動する必要があります。

期間

ボリュームの移動は完了するまでにまだ時間がかかり、最適化されたボリュームの移動には、同量の非階層化
データの移動とほぼ同じ時間がかかることが予想されます。

`volume move

show`コマンドによって報告される「スループット」は、クラウド階層から移動されるデータに関

するスループットではなく、ローカルで更新されるボリューム
データのスループットを表すことを理解することが重要です。

SVM DR 関係では、ソース ボリュームと宛先ボリュームは同じ階層化ポリシーを使用する必要
があります。

手順

1. `volume move start`コマンドを使用して、ボリュームをソース ローカル ティアから宛先ローカル ティア
に移動します。

ボリュームの移動の例

次の例では、 vs1 SVM の `myvol2`という名前のボリュームを、FabricPool対応のローカル階層である
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`dest_FabricPool`に移動します。

cluster1::> volume move start -vserver vs1 -volume myvol2

-destination-aggregate dest_FabricPool

FabricPoolでONTAPボリュームを有効にしてクラウドに直接書
き込む

ONTAP 9.14.1以降では、FabricPoolの新規または既存のボリュームでクラウドへの直接
書き込みを有効または無効にできます。NFSクライアントに対し、階層化スキャンを待
たずにクラウドへの直接データ書き込みを許可するモードです。SMBクライアントは、
クラウド書き込みが有効なボリュームの高パフォーマンス階層に引き続き書き込みま
す。クラウド書き込みモードは、デフォルトでは無効になっています。

クラウドに直接書き込むことができると、移行など、ローカル階層においてクラスタでサポートできる量を超
える大量のデータをクラスタに転送する場合などに便利です。クラウド書き込みモードを使用せずに移行する
場合、少量のデータを転送して階層化する作業を、移行が完了するまで繰り返します。クラウド書き込みモー
ドを使用すると、データをローカル階層に転送しないため、この種の管理は不要になります。

開始する前に

• クラスタ管理者またはSVM管理者である必要があります。

• advanced権限レベルが必要です。

• ボリュームが読み書き可能ボリュームである必要があります。

• ボリュームの階層化ポリシーがallである必要があります。

ボリューム作成時のクラウドへの直接書き込みの有効化

手順

1. 権限レベルをadvancedに設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームを作成し、クラウド書き込みモードを有効にします。

volume create -vserver <svm name> -volume <volume name> -is-cloud-write

-enabled <true|false> -aggregate <local tier name>

次の例は、FabricPoolローカル階層（aggr1）に、クラウド書き込みを有効にしたvol1という名前のボリュ
ームを作成するものです。
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volume create -vserver vs1 -volume vol1 -is-cloud-write-enabled true

-aggregate aggr1

既存のボリュームでのクラウドへの直接書き込みの有効化

手順

1. 権限レベルをadvancedに設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームを変更し、クラウド書き込みモードを有効にします。

volume modify -vserver <svm name> -volume <volume name> -is-cloud-write

-enabled true

次の例では、vol1という名前のボリュームに変更を加え、クラウド書き込みを有効にします。

volume modify -vserver vs1 -volume vol1 -is-cloud-write-enabled true

ボリュームでのクラウドへの直接書き込みの無効化

手順

1. 権限レベルをadvancedに設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームでクラウド書き込みモードを無効にします。

volume modify -vserver <svm name> -volume <volume name> -is-cloud-write

-enabled false

次の例では、vol1という名前のボリュームでクラウド書き込みモードを無効にします。

volume modify -vserver vs1 -volume vol1 -is-cloud-write-enabled false
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FabricPoolのONTAPボリュームで積極的な先読みを実行できる
ようにする

ONTAP 9.14.1以降では、FabricPoolsのボリュームでアグレッシブ先読みモードを有効
または無効にすることができます。ONTAP 9.13.1では、アグレッシブ先読みモードはク
ラウドプラットフォームでのみ導入されていました。ONTAP 9.14.1以降では、オンプレ
ミスプラットフォームを含む、FabricPoolがサポートするすべてのプラットフォームで
アグレッシブ先読みモードを利用できます。この機能はデフォルトで無効になっていま
す。

アグレッシブ先読みが_無効_になっている場合、FabricPoolはクライアント アプリケーションが必要とする
ファイル ブロックのみを読み取り、ファイル全体を読み取る必要はありません。これにより、特にGBサイズ
やTBサイズの大容量ファイルの場合、ネットワーク トラフィックが削減されます。ボリュームでアグレッシ
ブ先読みを_有効_にすると、この機能がオフになり、FabricPoolはオブジェクト ストアからファイル全体を
事前に順次読み取るため、GETスループットが向上し、ファイルに対するクライアント読み取りのレイテンシ
が短縮されます。デフォルトでは、階層化データが順次読み取られると、コールド状態のままとなり、ローカ
ル層には書き込まれません。

積極的な先読みにより、階層化データのパフォーマンス向上のためにネットワーク効率がトレードオフされま
す。

タスク概要

`aggressive-readahead-mode`コマンドには2つのオプションがあります：

• none：先読みは無効です。

• file_prefetch：システムはクライアント アプリケーションよりも先にファイル全体をメモリに読み込
みます。

開始する前に

• クラスタ管理者またはSVM管理者である必要があります。

• advanced権限レベルが必要です。

ボリューム作成時のアグレッシブ先読みモードの有効化

手順

1. 権限レベルをadvancedに設定します。

set -privilege advanced

2. ボリュームを作成して、アグレッシブ先読みモードを有効にします。

volume create -volume <volume name>  -aggressive-readahead-mode

<none|file_prefetch>
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次の例は、file_prefetchオプションを指定して、アグレッシブ先読みを有効にしたvol1という名前のボリュ
ームを作成するものです。

volume create -volume vol1 -aggressive-readahead-mode file_prefetch

アグレッシブ先読みモードの無効化

手順

1. 権限レベルをadvancedに設定します。

set -privilege advanced

2. アグレッシブ先読みモードを無効化します。

volume modify -volume <volume name>  -aggressive-readahead-mode none

次の例は、vol1という名前のボリュームを変更して、アグレッシブ先読みモードを無効にするものです。

volume modify -volume vol1 -aggressive-readahead-mode none

ボリュームのアグレッシブ先読みモードの表示

手順

1. 権限レベルをadvancedに設定します。

set -privilege advanced

2. アグレッシブ先読みモードを表示します。

volume show -fields aggressive-readahead-mode
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